
     

 

 

 

 

 

 

 

 遊具広場では，新しい１年生を交えて子どもたちの元気な声が溢れています。 

今年度もいよいよスタートしました。 

年度の初めは，学校生活が節度ある中にも温かく和やかなものになるように職員一同，力を合わせて

取り組んでいます。今年も校長室だよりでは，本校の教育活動を広く知っていただくための情報を中心

に発信していきたいと考えています。今年度もよろしくお願いします。 

  

＜今年度，力を入れたい教育活動＞ 

（１） 児童が，自他を尊重し，豊かな人間関係を作ろうとする資質や能力を養う。 

・「自分も大事，みんなも大事」の考えを根底に，友だ  

ちと共感的に関わり合う場面を大切にする。 

・縦割り班活動を学校生活のいろいろな場面で意識し， 

学校全体で育ちあう風土を作る。 

・ほっとタイムの時間を通して，日々の生活のよい行 

いやみんなで考えたいことについて共有する。 

    ・係活動や児童委員会などを活用しながら，児童が自 

ら考え，自主的に動く場面を多く取り入れる。 

（２） 教科・領域の基礎・基本の定着を図るとともに，それらを活かして主体的・協働的に課題を解決

しようとする態度を養う。 

・１００マス計算，視写で朝のリズムを整える。 

・児童が自主的に前の時間をふりかえり，教師と共に授業の  

課題を決めていく授業を目指す。 

・学びあい活動に，ホワイトボードなどを使ってみんなが協力  

して取り組む学習を進める。 

・授業や活動のまとめやふりかえりの場面で，自分のことばで 

考えをまとめる経験を積ませる。 

・授業で学んだことを積極的に使い，考えをまとめたり課題を 

解決したりする授業づくりに努める。 

・グッドラーナーズランドで学年を超えた学びあい活動を行う。 
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（３） 生活科・総合的な学習の時間を中心に，教育活動全般を通して人権教育を推進し，実社会や実生

活に根付いた学習を取り入れる。 

・生活科や総合的な学習の時間で人権をテーマにし   

た学習を進める。 

・身の回りの人たちとの関わりや，お年寄りや体の不

自由な方との関わり，社会全体を見渡した関わりな

どの中で，「みんなが幸せに生活をするには，どう

すればいいか」について考える機会を持つ。 

・人権について「知る」「課題を見つける」「考える」 

「経験する」などの活動を計画的に設定し，解 

決が難しい問題にも真剣に向き合う場面を作る。 

（４） 家庭学習の充実を図り，児童が主体的に学習に取り組む姿勢を養う。 

・学年に応じた家庭学習を設定し，児童が自ら計画的に家庭学習に取り組めるように働きかける。 

・家庭学習と授業を連動させ，効果的な家庭学習の習慣づけを目指す。 

・家庭と連携して読書活動を推進し，自ら本を手に取り，読書を楽しむ児童を育む。 

・家庭との連携を密にし，人権について共に考え，豊かな人権感覚を養う。 

  ＜参 考＞ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・100 マス，視写を活かし，次なる手は打てないか？ 

（家庭学習小テスト，新聞，漢字ネプリーグ） 

・家庭学習が「やってよかった」感につながる仕掛けはできないか？ 

・学びあいノートの活かし方を設定できないか？ 

（生活科，総合的な学習の時間，日常活動，ほっとタイム，委員会活動…） 

・昨年度以上に学力調査問題を導入やまとめに活用した授業づくりはできないか？ 

・予定係や職員室の出入りの際にメモを取る習慣づけはできないか？ 

・必要感のある課題設定に向けた授業の工夫はできないか？ 

（既習から，生活の中から，情報から） 

 

平成２８年度，力を入れていきたいこと 

・来客時のあいさつを自然にできる習慣づけはできないか？ 

（あいさつの大切さについて身近な人から聴く機会を作る） 

・ピアカウンセリングの手法をＳＣから学べないか？ 

・給食の時間に縦割りコミュニケーションの機会を設け，食べることへの意識を高め

られないか？ 

・毎日ほっとタイムで幅広い学年からのジャーナル紹介はできないか？ 

・縦割りほっとタイムで語る時間を設け，自分の思いを語る機会を増やせないか？ 

・人権教育の視点から道徳の時間の重点を整備できないか？ 

・ランランジャンプタイムの効果を児童にも理解できる形で伝えられないか？ 

・縦割り班活動をさらに充実させ，リーダー，フォロアーの育成はできないか？ 

・生活チェックを通して個々に自己評価の視点を持たせ，主体的に生活改善を図る取

組はできないか？ 

・生活改善が難しい児童の保護者と意思疎通を図り改善に向けた働きかけはできない

か？ 

○「学びの指針１２ヵ条プラス」の２条・６条を重視した授業づくりを進める。 

○生活科・総合的な学習の時間の中に人権教育の要素を盛り込み，探究的な学習活動を目指す。 

○「豊かな人間関係が醸成されれば，個々の学力の向上が図られるのではないか」という研究仮説

を立て，検証する。 
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 新家庭教育手帳（文部科学省） 

お詫び 

 学校だより４月号でご紹介した学級組織でしらとり学級とつくし学級の担任名が反対でした。 

しらとり学級担任 湯口美咲  つくし学級担任 濵辺 巌  訂正してお詫びいたします。 


